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日本科学未来館における
活動のご紹介



日本科学未来館 とは

科学技術創造立国を目指すことを目的として1995年

に成立した科学技術基本法にもとづき、先端科学技

術と人とをつなぐための拠点として、2001年7月に

開館した国立の科学館です。

主な３つのとりくみ

1.科学を伝える ―― 先端科学技術と社会を結ぶ場の創造

2.人材を育てる ―― 科学コミュニケーターの育成

3.つながりをつくる ―― ネットワークの形成による活動の展開
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日本科学未来館 設立の理念

科学技術を文化として捉え、社会に

対する役割と未来の可能性について

考え、語り合うための、すべての

人々にひらかれた場。

その担い手として、科学コミュニ

ケーターが展示エリア内での対話や

イベントの企画・実施、展示制作他、

館内外での活動を行う。

３



「世界をさぐる」「未来をつくる」「地球とつながる」を

テーマに第一線で活躍する科学者・技術者の監修にもとづいて

制作されている。

“問い”を起点に人々がともに考え、語り合う場。

日本科学未来館 常設展示
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本日ご紹介したいこと

■未来館における研究支援活動について

１）展示エリアでのトークイベント/アクティビティ

２）研究エリア

３）オピニオンバンク

４）市民参加型実証実験 オープンラボ

５



１）展示エリアでのトークイベント/アクティビティ

・研究者に登壇してもらうトークイベント

・来館者からの意見を収集するアクテビティ

先端科学をわかりやすく届けるとともに、

参加者自身に未来の暮らしとのかかわりを

考えてもらう。
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２）研究エリア

研究室（ラボ）を見せる

未来館に併設された研究プロジェクトが常駐するエリア

ラボを構え、日々の研究活動を行っている公募で選ばれた多様なプロジェクトが入居

する（ ’ 1 9 . 1 0 現 在 1 0 プ ロ ジェクトが入居）

研究室の公開イベント

研究者によるトークイベント

展示を使った意見収集

来館者を対象とした実証実験
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３）オピニオンバンク

オピニオンバンクは、科学技術をとりまく問題にアンケート形式でみんなで意見を

発信するコーナーです。

研究成果が将来、私たちの生活に実際に

入ってきたら、どのようなことが起きる

のか、期待やリスクへの不安など、自分

自身の問題として考えていきます。回答

状況をリアルタイムに見ることで、他の

人の異なる視点などに触れることもでき

ます。
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３）オピニオンバンク

設問画面の例

選択肢式（複数回答なども可）や尺度式での設問設計が可能
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３）オピニオンバンク

回答結果画面の例

これまでの集計結果もその場で閲覧できる
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３）オピニオンバンク
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３）オピニオンバンク

活用例 _ ゲ ノム編集野菜をテーマにした意見収集結果

科学館におけるアンケート実施、科学コミュニケーターの

設問設計への参画により、以下の点で社会調査をより有意

義かつ効果的にできるメリットが考えられる。

（1）市民に馴染みのないテーマについて社会受容を

促進するための情報提供ができた．

（2）（一般の市場調査や世論調査よりも） 1 0代以下に

おいても高い割合で有効回答が得られた．

（3）新しい技術利用について不安感を抱く割合に

年代差が有意に見られ，社会実装に向けた

コミュニケーション戦略立案に活用された．
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３）オピニオンバンク

設問設計について

・アンケートのタイトル・情報提供文・設問等を調査実施者と未来館の科学コミュニ

ケーターが共同で検討します。

・原稿の日英対応が必須。翻訳および校正を調査実施者にお願いします。

・結果は科学コミュニケーターと調査関係者が解析結果を共有します。結果は未来館

内のイベントや調査報告書や論文への掲載など、様々な用途での利用を想定してい

ます。

その他、実施あるいは研究者へのご紹介をご検討いただける方は、ぜひ個別にご相談ください
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４）市民参加型実証実験 オープンラボ

研究の現場に参加する

市民がデータ取得に貢献

研究の営みを知る

研究に対して意見を発信

市民の意見を研究に反映

研究者と市民が最先端の科学技術をつくっていく、ひらかれた実験場。市民から広く

データを募り、市民と研究者の対話を促し、研究を通して誰にも望ましい未来を創る。
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４）市民参加型実証実験 オープンラボ
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研究者のメリット

・アウトリーチではなく、

直接的な実験結果のデータ取得

・市民感情や意見を

研究の進展や新たな着眼点発見に

・研究の社会的意義の再発見

参加者のメリット

・研究者が描く未来像の共有

・研究の成果ではなく、

研究活動そのものを体感する機会

・実験への参加＝未来創造への参画



４）市民参加型実証実験 オープンラボ

・日本科学未来館をフィールドとした実証実験や研究調査
（得られた成果はすべて代表者（または所属機関）に帰属）

・研究の社会的な意義や将来像について、研究者と市民が
双方向に対話し、ともに考える機会

・科学コミュニケーターらによるサポート
（実施費用は応募者の負担）

⇒実験データや多様な市民の意見を研究に反映させた「共創」を実現し、
よりよい社会への貢献が本事業の目的です。
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実施例

２）の研究エリア 及び 公募で選ばれた研究者の実験を実施

４）市民参加型実証実験 オープンラボ

コミュニケーションに関する心理学実験

＋研究者と心理学に関する意見交換

HMDの安全基準を策定するための実験

＋使用感など主観的な意見収集
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過去の公募採択事例

年度 代表者所属 代表者（敬称略） 課題名

2017 産業技術総合研究所 多田 充徳 team HMD(ヘッドマウントディスプレイ)―世界基準を策定せよ

2017 大阪大学 古川 正紘 未来の都市はスーイスイ！？

2017 東京大学 小林 博樹 音でつながる人と環境～あなたは自然の"声"が聞こえますか？

2017 株式会社ZMP 谷口 恒 もうそこまで来た！自動運転の未来！！

2018 慶應義塾大学 仲谷 正史 子どもの目線で触れる世界

2018 自然科学研究機構国立天文台 田中 賢幸 宇宙にはどんな銀河がある？ 銀河の"形"鑑定団

2018 大阪大学 河合 祐司 一緒にさがそう未来のルール～ロボットの事故は誰かのせい？

2019 産業技術総合研究所 髙岡 昴太 未来型AI自販機Reco!

2019 東京大学 辻 晶 あかちゃんやこどもはどうコトバやカタチを知るの？

2019 東京大学 鳴海 拓志 そのチョコレートはどんな味？～味覚の国際比較研究に参加しよう！

４）市民参加型実証実験 オープンラボ
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これまでの実績

４）市民参加型実証実験 オープンラボ

自律移動型ロボットの館内実証実験
2017 IEEE 5thシンポジウムにてベストペーパー賞

“Long-Term Demonstration Experiment of 
Autonomous Mobile Robot in a Science Museum”

レンチキュラーレンズを使った歩行誘導実験

本実験を契機に民間企業との共同研究を実施中

その他、各実験で学会発表・論文投稿へと発展中
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４）市民参加型実証実験 オープンラボ

その他の効果（実施者アンケートより抜粋）

• 研究室で技術だけを研究していることが一般の方の感覚から乖離していることを強く感じさせられた．

• 否定的な意見や，当方が予想していない来場者の挙動などは実証実験ならではの収穫であった．

• 将来の社会問題をわかりやすい形式で一般市民と議論でき，今後の研究に対して示唆深い調査結果を得ることができた．

• イベントだけでなく、オピニオンバンクも活用し短時間に多くのデータを集めてもらい感謝している。設問内容の入れ
替えもでき、懸念点が解消しているかの検討ができた。

• 事前に想定していた以上に、参加者同士の対話が盛り上がったのでこの研究に、一層の可能性を感じた。

• 実証実験実施後に行ったイベントでは、参加した小学生の反応が極めて良く，以前実施した時との差に自分でも驚いて
いる．明らかに本事業の寄与がある．

• オープンラボの話を関係者にした結果、学会誌でゲストエディタの依頼があり、チャレンジングな仕事につながった。
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科学コミュニケーターによるサポート

４）市民参加型実証実験 オープンラボ

社会受容性などを来館者の意見を引き出す場の設計など、実験データの収集のみにとどまらない、

参加者が研究に主体的に参加する意識を持てるための情報提供の提案などを支援します。

（実験実施の主体はあくまで研究者となります）

21



本事業のねらい

４）市民参加型実証実験 オープンラボ

本事業は、研究者と市民がともに、未来をつくる事業です。

未来をつくる方法の１つとして研究者の研究活動があると考えています。

市民がよりよい社会をつくる機会を、実験への参加という形で市民に提供する機会と捉え、

未来館を活用した実証実験に参加してくださる研究者を募集しております。
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国立研究開発法人科学技術振興機構

日本科学未来館 事業部 プログラム企画開発課

市民参加型実験 担当

E-mail: tomotsuku@miraikan.jst.go.jp

電話：03-3570-9214



参考
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参考
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参考
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